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radsla, skrack,合法tanのメタファー・メトニミー

概念メタファー諭における類義語の可能性

中谷内なつみ

1.はじめに

Lakoff & Johnson (1980）から発展した概念メタファー論に関する初期の研究

では，類義語の差異はその共通点に比べてあまり重要視されていなかった．とい

うのも概念メタファー論では，抽象的な概念を表す一見ぱらぱらで多種多様な表

現が，実は認知的に一貫した体系を共有している，ということを主張する．した

がって，その分析の過程では必然的に類義語がどう異なるかよりもどう共通して

いるかに注目することが必要とされたまた，異なる領域にまたがる写像を利用

するというメタファーの性質上，比轍表現そのものは目標となる語葉を含んでい

ないことが多く，複数の類義語のうちのただーっと結びつけることが困難である

場合もある．このような例として， Lakoff(1987）のく怒り〉のメタファーに関す

る研究ではく怒り〉という概念を構成する anger,rage, fury, wra也などの個々の

語の区別はされておらず，またこれらの類義語のいずれをも含まず，どの語量と

特に強く結びついているのかを判断できないような例文も挙げられている．

しかし，近年ではStefanowitsch(2004）の joyとhappinessに関する研究や，

鈴木（2010）の釦ger,rage, fury, wrathに関する研究など，同じ概念を表す類義

語のメタファー・メトニミー的差異に着目した論文も発表されている．これら

の研究では，語葉ごとに共起するメタファー・メトニミーをコーパスから抽出

し，分析することによって，同じ領域に属する類義語であっても共起するメタ

ファー・メトニミーは異なることを数字によって示している．このように特定

の語とメタファー・メトニミーの結びつきの強さを頻度によって測ることは，

Lakoff (1987）や Kovecses(1990）で利用された言語直観に基づく分析では困

難であり，コーパスの利用がもたらした大きなアドバンテージのーっと考えら

れる（Stefanowitsch2006). 

本稿の題材となるく恐怖〉に関しでも，感情メタファー・メトニミーについて詳

細に論じたお1ve回目(1990）の中ではfearとterrorについてわずかに言及され

ているにとどまり， FF.ARという領域に属する語義ごとの詳細な分析はなされて

いない.KO羽田es(1990）や前出のLakoff(1987）では感情に関する様々なメタ

ファー・メトニミー表現の共通点に着目し，く恐怖〉く喜び〉く怒り〉といった感情

ごとに分析することで感情それぞれに特有の重要なメタファー写像を示したが，
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本稿ではこれらの先行研究ではほとんど取り上げられていない類義語の差異に着

目し，同じ領域に属していても語葉ごとの差異は存在するのか，あるとすればそ

れらの差異にはどのような特徴や理由があるのかを考察する．

2.手法

本稿ではスウェーデン語でく恐怖〉を表す radsla,skrack，台北国nを取り上吠

それぞれの語葉と共起するメタファー・メトニミー表現を比較することで，これ

らの類義語のメタファー・メトニミーにどのような差異があるかを考察する．今

回分析の対象としたのは radsla= 300文，北rack=300文，合吠tan=222文1で

あり，これらは全てスウェーデン語の均衡書き言葉コーパスである PAROLEか

ら収集した文の翻訳にはsv，阻止ordbokutgiven av Svenska Akademien (SO）と

Natur och kultur svenska ordbok (NKS）を参照し，メタファーか否かの判断はこ

れらの辞書の定義に加え，大阪大学言語文化研究科言語社会専攻特任准教授であ

る UlfLarsson氏の助言に基づく．また概念メタファー論におけるコーパスの

利用については Stefanowitsch(2006）を，く恐怖〉を表すメタファー・メトニミー

の分類や傾向に関しては Kovecses(1990, 2000）を参考にしている．

3.辞書的定義

soにおける riidsla,skriick, fn出血の定義は以下の通り（一部省略）．

品ds1a

obehaglig kansla som uppkommer av att ngn eller ngt upplevs som hotande 

av. med tonvikt pa ut句cketfor denna kansla 

EXEMPEL: riidsl.釦 lysteur ogonen pa honom,・ hon sag pa dem med riidsla 

av. Personifierat 

EXEMPEL: r丞dslantog strupgrepp pa h,即時

通v.forsvagat s回rkorofor羽田foreteelse

HIST.: sedan 1457 (Tungulus), fomsv. radsla; till radas 

誰かもしくは何かが危険であると感じられることによって生じる不快感

（さらに，その感情表現を強調して）

執 1恐怖が彼の邑に光った；彼女は恐怖とともにそれらを晃た

にさ b~~，犠）＼主主治執二恐怖が彼女の喉を締め付けた

（さらに，弱化して）（ある現象に対する）強い不安

初出： 1457年（Tungulusより），古スウェーデン語 r拙 laから；rad田へ

1 2015年11月時点でPAROLEの収録文漣kは rii.dsla= 1011, skr量ck=502，企uk凶n=222.
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釦きck

mycket s回rkradsla ofta i viss止utsituation 

av.somるinskadeffekt i白血 romanetc. 

EXEMPEL: skriickfilm; skracl.幼 toria 

av. om person el. varelse som injagar stark radsla 

EXEMPEL: grannens tio;ll由rgvar kvarterets skriick 

HIST.: sedan 1621; av ty. schreckmed samma betydelse, till schrecken‘bli 

farskrackt’，urspr.‘fara upp’； 

（しばしば何らかの緊急事態における）非常に強い恐怖

（さらに，映画や小説などで望まれる効果として） 例：示アー尉厨；~議

（さらに，強い恐怖を喚起させる人物や存在について）

例：その地区のナ虜の子併は一帯D，密航だヲJ士

初出： 1621年；ドイツ語 schreck（同義）から，

schrecken （’驚かす’，語源は‘とぴあがる’）

fruktan 
1 permanent kiinsla av stark oro vanligen for ngn forvantad negetiv utveckling 

HIST.: sedan 1495 （臼1hallet av Sten Sture till iirkebiskop Jakob UHsson 

(Handlingar rorande Skandinaviens Historia )); forsv. fruktan 

2 vordnad sarsk. for Gud (el. overhet) <ngt剖d.>

HIST.: sedan borjan av 1500・talet(Ett fom-svenskt legendarium) 

1. （：通常は予期される悪い出来事に対する）持続的な強い不安感情

初出： 1495年以降（ステン＝ステューレから大司教ヤーコプ＝ウノレフソ

ンへの書簡にて（スカンディナヴィア史資料集成））；

古スウェーデン語血止担n

2. ＜~特に神や権威に対する）畏怖の念 〔古い表現〕

初出： 1500年初頭（スウェーデンの古い伝承集より）

4.メトニミー

今回の調査では，コーパスデータから得られたradsla,skrack, fruktanのメトニ

ミーを以下の（A）～（P）の 16カテゴリーに分類した．

(A）身体の緊張は恐怖を表す

(1) Den stitlige polisen ledde dem, men nu darrade han av radsla. 

そのがっしりした警官は彼らを率いていたが，今や彼は恐怖に震えていた．
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(2) BirgiはaDog av skrack r加 uppi luften och vande s司omnar hon tog mark. 

Birgittaは恐怖からぴょんと飛び上がり，着地するなり振り返った．

(3) Bjorkama kring torget bOjde sig白rvinden, loven klamrade sig intensivt fast 

vid sina fasten och skakade av fruktan白ratt blasa bort. 2 

広場を囲む白樺の木々は風にしなり，葉たちは吹き飛ばされる恐怖に震え

ながら枝に必死にしがみついていた．

(B）身体のすくみは恐怖を表す

(4) Han v物 dente rora s，ザavradsla att de skulle kunna se hur pinsam han fann 

s1tuatlonen. 

彼はその状況をどれほど惨めに思っているかを彼らに知られるだろうと

いう恐怖から動く勇気が出なかった．

(5) Riksdagsmiinnen stelnade av skrack. 

国会議員たちは恐怖のあまり硬直した．

(C）悲鳴は恐怖を表す

(6) Jag gaDskrekav radsla. 

私は恐怖に絶叫した．

(7) Kimberly tjotav skrack. 

Kimberlyは恐怖で叫んだ．

(8) Hon gav till ett vagt sla量avfruktan och smarta. 

彼女は恐れと痛みにおもわず微かな悲鳴を上げた．

。）逃走は恐怖を表す

(9）”Dina fugor", br由 deGregor med ett spefullt leende saga nar hon av radsla 

for gral och brfilc. hade givit勾iJI曾hem必・;inhals over huvud 

口論への恐怖から彼女が泡を食って家を飛び出す時， Gregorは「君の

フーガだな」 3と噸いながら言うのが常だった．

( 10) Han liipte i skrack白rattsug錨 indar，…
彼はそこで喰われるという恐怖に逃げ出した，．．．

2主語が木の葉であるため，この shlaは風に吹かれた木の葉が揺れる様子を表している．し
かし，直前には ldamradesigintensかtfast［必死にしがみつく］という表現があり文全体とし
て木の葉が擬人化されていることカ‘ら， skahlの根底には動物が震える様子がメトニミー的
に存在していると考えられるため，周辺的な例であるものの緊張のメトニミーとした．

3 Pugaの語諒に「逃走」の意味がある（SOより）ことから，この発言は文中の”彼女”がいつ

も逃げ出していたことを音楽用語のフーガと掛けて噌笑していると思われる．
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(11）…印刷somslog getema med sadan hapnad och fruktan 副 de砂rldehals

。＇verhuvud.

ある光景が山羊たちを驚きと恐怖で打ちのめし，彼らは泡を食って逃げ

出した．

(E）失禁は恐怖を表す

(12) Ja, det behovs ju inte mycket for att folk ska sk白pas，ザavradsla.

そう，恐怖で人を失禁させるのはさほど難しくない．

(13) Den hapna skrack som man ser i hans ansikte kanns adekvat; hade man 

sjalv hamnat dar hade man sake抗 skrikitav skrack och gjort pa sig. 

彼の衰情から見て取れる驚きのような恐怖は十分なものだった，もしその

場に居合わせたのならきっと恐怖に叫び失禁していただろう．

(F)呼吸の乱れは恐怖を表す

(14) Vid hans fraga lat hon hora en snabb hal1ぽ同＇vdflamtning, som i skrack och 

undran. 

彼の質問に彼女は恐怖と驚きで窒息したようなわずかな晴ぎを漏らした

(15) Hon kande i andl6s台uktansaren pa hand町，島町rochpanna. 

彼女は呼吸も出来ないような恐怖のなかで手，足と額に痛みを感じた．

(G) ,r,~自の乱れは恐怖を表す

(16) Och nu bOrjade hans ~角"tabuli hart者enoch en ny radsla kom over hon om 

medan han vantade. 

そして彼の心臓は再び激しく鼓動しはじめ，待っている聞に新たな恐怖が

彼に押し寄せた．

。。顔面蒼白は恐怖を表す

(17) lnbillade han sig hara甜 Beamansbleka ansikte faktiskt uttryck:缶詰dsla?

彼はただ単に Beamanの青ざめた顔は恐怖を表しているだけだと思い込

んすミのすミちろかマ

(18) Hon vande honom ett ansikte必hlektav skrack. 

彼女は彼に恐怖で死人のように青ざめた面をむけた．
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(I)冷感は恐怖を表す

( 19) Hon kaDsvettades av nagon sorts radsla som hon inte visste var den kom i合包

彼女は理由のわからないある種の恐怖に冷や汗をかいた．

(20) En unge pa gatan utanfor skrek pa sin mamma och Boel blev ka11 av skrack, ... 

外の通りにいる一人の子供が自身の母親に向かって叫び， Boelは恐怖に

寒気を感じ，・・

(J)発汗は恐怖を表す

(21) Med svet噌ョhandflatoroch fotsulorsom det krop i av skrack infor den 

avgrund som lag under honom, 

彼の真下に広がる奈落を前に，恐怖に汗がにじみぞわぞわする手足で…

(22) Farquar kande hur企北tanfick s町 ＇ttdropparatt凶 nga企m pa hans kropp. 

Farquarは遺児怖が体から汗を押し出すのを感じた．

区3口腔の乾きは恐怖を表す
(23) Skracken凸，vervaldigadehenne och fick munnen att torka. 

恐怖が彼女をうちのめし，彼女は口に渇きを感じた．

(L）めまい・ふらつき・失神は恐怖を表す

(24) Vild釘 smartaoch radsla必rloradepojkenfo崎町toch tumlade handlost till 

marken fran stattans oversta steg. 
痛みと恐怖にパニックになり，少年はバランスを崩して踏み越し台の一番

上から手もつかずに地面に倒れ込んだ．

(25) Kangor sprang over golvet, och Helg白 blevyr釘 skrack.

プーツが床を走り回り， Helg白は恐怖でめまいがした．

仰の理性の低下は恐怖を表す

(26) En pojke som var kanske sju eller a阻むgammalstod en bit hart: tydligen 

hade han gatt vilse och varnu utom喝釘radsla.

7歳か8歳位の少年が少し向こうに立っていたが，彼は明らかに迷子に

なっていて恐怖で荘然自失のようだった．

(27) De bada karlama jag hade med mig blevhalvt vansii盟主aavskrack.

私がつれていた2人の男たちは恐怖に半ば正気を失いかけていた．
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制）死ぬことは恐怖を表す

(28) Jag vet en kille som dog av skrii.ck. 

私は恐怖のあまり死んだ男を知っている．

(0）恐怖は視線に表れる

(29) Jag sag radsla i hennes dめ包ron.

私は彼女の曇った目の中に恐怖を見た．

(30) Han sag hennes毎回丙均asi hapnad och skrack och viskade i宵igt:

彼は彼女の目が驚きと恐怖に見開かれるのを見て，懸命に暗いた．

(31) Hans ogon u句 d世skrii.ck,fn永岡ochvadjan・

彼の目は恐怖と，恐れと，懇願を表していた

(P）恐怖は表情・声に表れる

(32) Langre bort sa氏側釦n釦 gossemed ideliga huvudry由tlngaroch stirrade 

pa honom med munnen間ioppeni radsla och hapnad. 

ずっと離れた所にはまた別の少年がしきりに首を振りながら座っており，

彼のことを恐怖と驚惇に口を大きく聞いて見つめていた

(33) En av dem smagniilldeav skrack … 
彼らの一人は恐怖にすすり泣いた…

(34) Ja, det var mojligt, fast flickan hade varit radd, det hade va出合uktani 

h四mesrost.

そう，それは可能であったが，その少女はおびえていて，声には恐怖が

あっすこ．

また，今回の調査で得たすべてのメトニミー表現およびその総数，割合4及びタ

イプ数色語葉ごとに以下の表に示す．

4各メトニミー・メタファ一割合は，〔トークン数÷総文教（radsla,skrack;300 I fruk.t血；222）〕
で算出．ただし，一文に複数のメトニミー表現が含まれている場合はそれぞれの表現を 1と

カウントしているため，表に示した割合は「すべての文のうちメトニミーを含む文の割合」で

はない．
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ト

主タ
イプク

(A）身体の緊張は恐怖を表す ン

r員dsla darraavX ［震える］ (3), spritta till ［飛び上がる］ 4 1.3 2 

darraavX ［震える］（心， skakaavX［震える］ (2), rysa 

skrack 
avX ［震える］ (2), skiilvande av X ［震える］， flygaavX 

12 4 7 
［飛び上がる］, hand ar ostadig av X ［手が定まらない］，

haret reser sig upp ［髪が逆立つ］

台北tan skaka avX ［震える］ 1 0.5 1 

(B）身体のすくみは恐怖を表す

rads la vaga inte rora sig av x ［動くことができない］ 1 0.3 1 

skrack 
stelnaavX ［硬直する］ (4), forlamad av X ［動けない］

7 2.3 3 
(2), X paralysera ngn ［麻捧させる］

台北tan 。。。
(C）悲鳴は恐怖を表す

r地｜嗣kaavX［叫ぶJ(2），抽出avX［絶叫する］
skrack I叫叫［叫ぶJ(5），加avX［叫ぶJ(3) 
合uktanI skrika av X ［叫ぶ］
(D）逃走は恐怖を表す

44－44一旬A

B一マe一F3！ －qL－nu 
qJ一OO一旬i

rads la 
rusa upp ［走り出すJ,av X ge sig hemif量anhals fiver huvud 

2 0.7 2 
［慌てて家を飛び出す］

skrack lopaiX ［逃走する］ 1 0.3 1 

合uktan 日yhals over huvud ［慌てて逃げる］ 1 0.5 1 
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r量dsla 。。。
skr量ck
kvav:出 avX ［窒息する］， andnod ［呼吸困難］， snabb 

3 1 3 
halvkv量.vd血mtningsom i X ［半ば窒息したような哨ぎ］

台北tan i姐 dlosX［息のできないような恐怖］ 1 0.5 1 
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(G）心拍の乱れは恐怖を表す

rads la 
hjarta bluta hart ［心臓が激しく鼓動するJ, hjiirta sla 

2 0.7 2 
fo此areavX ［鼓動が早くなる］

skrack 。。。
台北tan 。。。
(H）顔面蒼白は恐怖をあらわす

rads la blekt ansikte ［青ざめた顔］ 1 0.3 1 

skrack 
blekaavX ［青ざめる］, ansikte likblekt av X ［死人のよう

3 1 3 
に青ざめた顔］, bleka lappar ［青ざめた唇］

台北tan 。。。
(I）冷感は恐怖を表す

rads la kallsvettas av X ［冷や汗をかく］ 1 0.3 1 

skrack 
bli kall av X ［ひやりとする］, karma i hela kroppen hur X 

2 0.7 2 
isa ［全身が冷やされるように感じる］

台北tan 。。。
。）発汗は恐怖を表す

r量dsla kallsvettas av X ［冷や汗をかく］ 1 0.3 1 

skrack svettiga handflator och fotsulor ［汗のにじんだ手足］ 1 0.3 1 

台北tan
X晶svettdropparatt tranga合m pa hans kropp ［汗が体

1 0.5 1 
から押し出される］

(K）口腔の乾きは恐怖を表す

rads la 。。。
skrack 

X晶munnenatt torka ［口が乾く］, torra lappar ［乾い先
2 0.7 2 

層］

合uktan 。。。
(L）めまい・ふらつき・失神は恐怖を表す

svimmaavX ［失神する］, bli vimmelkantig av X ［立ちく

rads la らみする］, forlora fo由stet［バランスを失う］， tumla ［倒 4 1.3 4 

れる］

skrack bliyr avX ［めまい］ (2), forblindad av X ［目がくらむ］ 3 1 2 

台北tan 。。。
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(M）理性の低下は恐怖を表す

paniskX ［パニック］， varavildavX ［理性をなくす］， vara 

rads la 
utom sig av X ［我を忘れる］ (2), omtocknad av X ［呆然

7 2.3 6 
とする］， vara viπig avX ［頭がこんがらがる］， tappa 

besinningen av X ［我を失う］

paniskX ［パニック］ (2), (vara I bli) vild av X ［理性を

なくす］ (3), vild paniskX ［理性を失ったパニック］， bli 

skrack vansinnig av X ［発狂する］ (2), driva barn till vannsine 10 3.3 6 

medenX ［子供を狂気に陥らせる］, hysteri runt gruppen 

［集団ヒステリー］

台北tan 。。。
(N）死ぬことは恐怖を表す

r量dsla 。。。
skrack do avX [)EぬJ(2) 2 0.7 1 

台北tan 。。。
(0）恐怖は目に表れる

rads la 
Xi ogon ［目の中の恐怖］ (2), se upp med X ［恐怖とと

4 1.3 3 
もに見上げる］， stirra med X ［恐怖とともに見つめる］

Xiogon ［自の中の恐怖J(3），かIlaogon ( ogonblick) med 
x ［目（視線）を恐怖で満たす］ (2), ogon vidgas iX ［目を

skrack 見聞く］, stirra med Xi blick ［視線に恐怖を浮かべて見つ 9 3 6 

めるJ'ogon uttryckar x ［目が恐怖を表すLx lysar i ogon 
［恐怖が目に光る］

台北tan
stirra med X ［恐怖とともに見つめるJ'ogon uttrycka x 

2 0.9 2 
［目が恐怖を表す］

(P）恐怖は表情・声に表れる

grataavX ［泣くJ(2），戸剖igtgr叫laavX［ぐすぐすとすす
り泣く］' ar団ktet企部品opmed X ［顔をしかめる］，

ogonbrynen kryllade ihop sig och omfamnade varann iX ［眉

radsla 根を寄せる］，ansik臨時1jaenX［表情が恐怖を露わにする］， 9 3 8 

munnen vidoppen i X ［口を大きく聞く］, rost som hade 

krymptavX ［恐怖に縮こまった声］, rast som var sluddrig 

avX恐怖』こかすれた声］
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smagnalla av x f小さくすすり泣くLbli rod avX f赤く
skrack なる］， seXiansikte ［謝宵に恐怖を見る］, draglade av X 5 1.7 5 

［よだれを垂らす］， vrala av X ［恐怖に吠える］

台北tan Xi rost ［声のなかの恐怖］ 1 0.5 

表 1 スウェーデン語く恐怖〉のメトニミー

このように，メトニミー表現の共起度には語葉ごとに明らかに偏りが見られ，同

じ恐怖カテゴリーに属する語棄であっても，メトニミーの傾向は必ずしも一致し

ないと考えられる．その違いはどのようなメトニミーを取るかという質的な差異

だけでなく，調査したすべての文のうちメトニミーを含む文の割合という数的な

差異としても現れており， skrackでは約23%がメトニミー表現と共起している

のに対し，合此回nでは約3%と大きな差が

みられた

特に fruktanのメトニミーが非常に少な

かったことは，これまでの先行研究に反す

る結果となった. Ungerer & Schmid 

(1996:135）では恐怖は他の感情カテゴリー

に比べてより多くのメトニミーをもっとさ

総計

れ，また Kovecses(1990）でもメトニミーが恐

護 震
タ

イフ

radsla 40 13.3 34 

skrack 69 23 45 

台北tan 8 2.7 8 

表2 メトニミー総計

怖の概念化に大きく寄与していると述べられているなど，恐怖カテゴリーにおけ

るメトニミーの役割はしばしば重要視されている．しかし，このように繰り返し

指摘された恐怖カテゴリーにおけるメトニミーの多様さは台uktanには当てはま

らない．特に，今回の調査ではradslaと skrackがコーパスデータの一部分の分

析にとどまるのに対し， fruktanは収録されたすべての文を確認しているのにも

かかわらず， Kavecses(1990）に提示されたメトニミーのほとんどを欠いていた．

したがって，恐怖カテゴリーに関するこれまでのメタファー研究の知見に則れば，

スウェーデン語の仕uktanは恐怖のメトニミー的特徴をもっておらず，恐怖カテ

ゴリーの周辺例であるということになる．

その一方で， radslaと skrackの違いはあまり明確ではない．どちらも多くの

メトニミーと共起し， Kovecses(1990）に提示されたメトニミーの多くをカバー

している． しかし，今回は調査した文の総数が少ないことからあくまで傾向を推

測するにとどまるものの，一部のメトニミーではradslaと skrackの違いがみら

れたそのうちのーっとしては，前節で述べた（F）呼吸の乱れと（G）心拍の乱れが

skrackとradslaにそれぞれ振り分けられていることが挙げられる．また，（A）身

体の緊張→（B）身体のすくみと身体に対する意思の支配が弱まる（＝恐怖による
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影響が強くなる）につれて riidslaとskriickの差が聞くこと，また（M）理性の低

下ではradslaが羽田U旬msig ［我を忘れる］など活動の低下を示す語を多く持

つのに対し，立riickがvaravild［理性を失う］のような攻撃的な精神状態を表す

語を多く持つことなど，身体即志の強さの違いも見られた身体即志の強さが恐

怖感情の強さに比例する（Kovecses1990:73）とすれはこれらの差異はskrii.ckを

mycket stark rii.dsla ［とても強いriidsla］であるとするsoの辞書的定義と対応し
ていると言えるだろう．

このように， rii.dsla,skriick，台北tanのメトニミー表現には量と質のどちらにお

いても違いが存在するが，その差異には恐怖のメカニズムと辞書的定義との一貫

性がみられる．というのも，恐怖のメトニミーとされる硬直，心拍や呼吸の乱れ，

身体の緊張などの身体即芯がそもそもなぜ起こるかを考えたとき，これらの身体

反応は多くが生命に対する危険を回避しようとするものととらえることができる

（今回1975）.したがって， skriickに最もメトニミーが多かったことは，すなわち

skriickという感情が危険と回避に深く関連していることを意味し，「（しばしば何

らかの緊急事態における）非常に強い恐怖」という辞書の記述と合致するのである．

その一方で，「（通常は予期される悪い出来事に対する）持続的な強い不安感情」

である仕池田nはメトニミーをほとんど持たない．つまり， skriickでは目前の

危険に対して強い恐怖心と共に防御反応が発生するのに対し， fruktanでは差し

迫った回避の必要が存在しないため本能的な身体即芯はほとんど誘発されない

と考えられる．このように，語葉ごとに異なるメトニミーとの共起度は，それぞ

れの辞書的定義に含まれる「どの程度危険な状況で生じる恐怖か」という情報に

対応しており，この点においてメトニミーと辞書的定義は一貫した対応を示して

いるといえる．

以上，スウェーデン語における恐怖のメトニミーについて本稿の分析が示唆す

ることをまとめると次のようになる．同じく恐怖〉を表す類義語であっても，共起

するメタファーの数や分布には差異が存在し，今回調査した 3語では skriickが

最も多く， h止阻nが最も少ないことが明らかになった．そして，このようなメト

ニミーの量・質的な差異はただ偶然に存在しているのではなく，恐怖の身体即芯

が何らかの危険から生命を守るために本能的に引き起こされるということ，およ

び riidsla,skriick, fruktanそれぞれの辞書的定義と一貫性を有していると考えら

れる．

5.メタファー

本稿ではrii.dsla,skrii.ck，仕uktanのメタファーを次の（A）～（K）の11カテゴリー

に分類する．
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{A)恐怖は物質である

(35）…det ar en storradsla som liggerbakom, 

…背後にあったのは巨大な恐怖だった，

(36) Pa den tiden fanns alltid skracken att fa oakta barn. 

当時は婚外子を授かることに対する恐怖が常にあった．

(37) Fruktan for att saga for mycket sitterfortf紅 andei

言い過ぎるという恐怖は未だに残っている．

{B）恐怖はカである

(38) Toini hade sasongen tidigare befriat .s.智正也radsla白rryskoma. 

Toiniはその前の時期にロシア人への恐怖から解放されていた．

(39) Hans rost var hes, men nu var det inte skr益cken,som gfor由densadan. 

彼の声はかすれていたが，今回は恐怖がしたことではなかった．

(40)Hu凶 och回tsisuppg町 sammadn池 -aft:fn止tan.

フツ族とツチ族は全く同じ原動力を挙げた恐怖だ．

{C）恐怖は容器の中の液体である

(41) Jag an国rdet, sa jag och kande hur radsla bubbla£たimag en. 

そう思うよ，と私は言って，恐怖が腹の中で泡立つのを感じていた．

(42) ... en ny p脅avfruk凶 sko.!fdegenom honom. 

…新たな恐怖の波が彼の中を勢いよく流れた．

(43) Ge市 udslcakar av lattnad samtidigt som fasa och skrack Ear sitt utlopp. 

Gertrudは怯えと恐怖が流れ去ると同時に安心感で身震いした．

{D）恐怖は容器である

(44) ... upplevelsen med smaskollarare Gustafssons ring崎gi botten卸 hennes

radsla白rattge o首en也ghetat den sallsamma egenskapen . 

…低学年の時の担任であったグスタフソンの指輪に関する経験が，奇妙な

性質を暴露されることに対する彼女の恐怖の底に存在した．

( 45)] ag vet att vi allesammans gar i skrack for hans gryr曲et, men jag fruktar mer 

an den. 

私たち全員が彼の冷酷さに対する恐怖に陥るのはわかっていたが，私が恐

れているのはそれだけではない．

(46）…a住 m3.nniskorska heh凸・valeva i standig仕uktan.

…人々が変わらない恐怖の中で生活せざるを得ないということ．
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（同恐怖は生物である

(47）明治劫iverriidslaoch skrack med vackra, positiva n包nn.

私たちは恐れと恐怖を美しく，肯うべき名前で追い払う．

( 48) Skracken fるreldsvada var djupt rotadi mormor. 

火事への恐れは祖母の中に深く根を張っていた．

(49) RRV: s rapport geronekligen niiring aten sぬ nfruktan… 
RRVの報告はそういった恐れにまがいもなく餌を与えている…

〈町恐怖は超常存在である

(50) I bakgrunden伊okarradslan白r回出emitism…

その背後には，反ユダヤ主義への恐怖が濁りついていた…

(51）…討rrigav d必 epligskrack. 

…迷信的な恐怖に混乱する

(52）…den halvt d似甲信a他国nsom Indien ingav de fies回…

…インド人が大多数の人々に呼び起こした半ば迷信的な恐怖…

(G）恐怖は敵対者である

(53)A白rkomstenskulle ju varit en seger overall min svaghet, min radsla. 

帰還はまさに私の弱さ，私の恐怖心に対する勝利になるはずであった．

(54) Skracken overviildigade henne och fick munnen att torka. 

恐怖が彼女をうちのめし，彼女は口に渇きを感じた．

(55) Det 伽 efallersom om Stalin till sist sj副vblev offerfOr den台止tanhan ingav 

allaandra. 

それはまるでスタ－9ン自身が最終的に他のあらゆる人々に呼び起こした
恐怖の犠牲となったようである．

(H）恐怖怯病である

(56)Du iirザUkav radsla, radsla 白rvad folk ska saga om dig. 

あなたは恐怖を患っている，人にどういわれるだろうかという恐怖を．

(57) En plotslig kiinsla av skrack slet i hans stn伊＇e,

突然の恐怖の感情が彼の喉でいたんだ．
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。）恐怖は炎である

(58) Nu, niir han vetvad den sa回 sgubben釦耐，vetcl.et med all sa刷 iet,exploderar 

hans伊mla，泊1lagra缶詰dslainom honom och kommぽ utiolikafi町mer.

彼がその悪魔の老人の書いている内容をはっきりとわかった今，彼の中の

古い，熟成された恐怖は爆発して様々な形となって表れる．

(59) I deras hjartan hrann skracken for ond brad dod，… 
彼らの心の中では不遇の死に対する恐怖が燃えており，

。）恐怖は悪天候である

(60) Det var hara ett rykte men det hlaste upp en storm av oro och shack i all回

smnen. 

それはただの噂に過ぎなかったが，皆の感情に不安と恐怖の嵐を巻き起こ

した．

〈同恐怖は建造物である

(61)Kanske仕agarjag m培sai radslan白rnagonting sorn in也 finns,men om det 

finns en minsta lilla grond IOrdenna radsla sa ar det redan en liten katastrofl 

もしかしたら私がそのようなことを問うたのは存在しないものへの恐れか

らかもしれないが，少なくともその恐怖のごく小さな土台が存在している

とすれば，すでにちょっとした災厄が存在しているのだ．

(62) Vilken filmen iir岨 S回anneinte sag丸mensomrno甲d岨dennakonstruerade 

skriick hittade hon en bild釘 denηskeregisso陀nEisenstein i油開．

Suzanneはその映画がどれか言いたがらないが，その作り物めいた恐怖と

は正反対に彼女はその Eisensteinというロシア人監督の人物像を作品の中

に見つけた．

(63) ... att europeemas h止回白rislam, en企uktansom han anser砂窃官pa

okunnighet, iir ... 

…欧州人のイスラムへの恐れ、無知の上に成り立っていると彼が考えるそ

の恐怖は・．．

メトニミーと同様に，今回のコーパスデータから得られた radsla,shack, 

fruktanと共起するすべてのメタファー表現を以下の表に示す．
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ト

事iタ
イプク

(A）恐怖は物体である ン

X白lil回［恐怖がある］ (6),Xsitta ［恐怖がある］， haX ［恐

怖を持っている］， hara X ［恐怖を運ぶ］ (2), tyngande 

klinslan av X ［恐怖が感情にのしかかる］， slap pa丘amX

［恐怖を手放す］， sopaX ［恐怖を掃く］， utbytaXmot 

ngt［恐怖を交換する］， doljaX［恐怖を隠す］( 4), upptacka 

x ［恐怖に気づく］， blottaX ［恐怖をさらす］， Xkommer 
［恐怖が来る］ (5), Xkommaoverngn ［恐怖が押し寄せ

る］ (2), Xlamna ［恐怖が去るJ'ngn ar langt仕a.ox［恐

rads la 
怖から遠い］, klinna bort X ［恐怖を遠くに感じる］， x 

44 14.7 29 
forsvinna ［恐怖が消える］， X凶 ngasundan ［恐怖が失

われる］, komma over X ［恐怖を乗り越える］， storX ［大

きな恐怖］ (2), mindreX ［より小さい恐怖J'x ar utbredd 
［恐怖が広がっている］， Xsta司ockemellan dem ［聞に分

厚い恐怖が立ちはだかる］, blandning av X ［混じった恐

怖］， ren X ［純粋な恐怖］ (2), vallagrad X ［熟成した恐

怖］, karma kylan i X ［恐怖に冷たさを感じる］， hanteraX 

［恐怖を使うJ'x ar konservoppnare ［恐怖は缶切りであ
る］

Xfinn箇［恐怖がある］ (4), Xligga ［恐怖がある］， Xsitta 

f恐怖がある］ (2), haX f恐怖をもっているLsattaX ［恐
怖を置く］ (11), placeraX ［恐怖を置く］， tappaX ［恐怖

を落とす］， svepa X ［恐怖を掃き出す］， blottstalla ［恐

怖を晒す］，凶raX ［恐怖の近く］, mitt emellan X och 

むygghet［恐怖と安心の真ん中］，負illavX［恐怖でいっぱ

skriick 
いになる］ (2), stor X ［大きな恐怖n], blandaX ［恐怖

42 14 24 
を混ぜる］, blandning av X ［混じった恐怖］ (3), iskallX 

［氷のように冷たい恐怖］, en varme som racker en b社

motX ［恐怖に足りる僅かな暖かさ］， skapa X ［恐怖を

作る］ (2), Xdunkaikropp ［恐怖が体内で鼓動する］， x 
bluta［恐怖がどくどくと音を立てる］， seX［恐怖を見る］，

lysa uppX ［恐怖を照らす］， m剖aupp scener med X ［恐

怖が光景を塗りつぶす］， luktaX ［恐怖のにおいがする］
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Xfinn踊［恐怖がある］ (6), X sitta f恐怖があるJ(2), 
hara paX ［恐怖を運ぶ］，ボIar tyngd av x ［魂が恐怖に
重くなる］， delaX ［恐怖を分ける］， doljaX［恐怖を隠す］，

h組atillbaka X ［恐怖を押し返す］, undertrycka X ［恐怖

を押さえ込む］， X komma ［恐怖が来る］, X fOrekomma 

［恐怖が表れる］， X ar borta ［恐怖が遠い］, driva bort X 

［恐怖を押しやる］， Xarstor ［恐怖が大きい］， storrean 

台北tan
X［恐怖よりも大きい］， mindreX ［より小さい恐怖J(2), 

37 
blandning av X ［混じった恐怖］ (3), X blandas ［恐怖が

混ぜられる］， kallX ［冷たい恐怖］， hut回 ndeX［凍える

ような恐怖］， utbreda X ［恐怖を広げる］ (2), ska中ax 
［恐怖をとがらせる］， Xkn戸astill ［恐怖を結びつける］，

kontrollera m盈miskorgenom X ［人々 を恐怖で操る］， Xs 

sjalva grundodδr ［恐怖自身の香川， ljudet町 Xsほt［恐

怖のにおいの音］， bildenavX ［恐怖の図J'x ar ledsjama 
［恐怖は人を導く星である］

(B）恐怖は力である

Xgora ［恐怖が～する］ (3), X tvinga ［恐怖が強制する］，

rads la try ck部 tillbakaav X ［恐怖に押し返される］, befria sig fran 6 

x ［恐怖から自由になる］
X瞬間［恐怖が～する］， starkX ［強い恐怖］， x世iva［恐
怖が突き動かす］, X fOrstora ngns naturliga liingtan ［恐怖

shack が当然の期待を破壊する］, X lata livet rinna bort f恐怖が 7 
人生を押し流す］, X tystnar samvetena ［恐怖が良心を黙

らせる］， styraX ［恐怖を操る］

x gるra［恐怖が～する］ (3), stark X ［強い恐怖J(2), 
drivkraft ar x ［原動力は恐怖である］， Xtvinga ［恐怖が強

合比tan 制する］, X dominera ［恐怖が支配する］，臼仕組x ［恐 13 
怖から自由であるJ(2），記het企anX［恐怖からの自由］
(2), be合iadfranX ［恐怖から解放される］

(C）恐怖は容器の中の液体である

r地 1aI抽 ngt/n伊 medX［恐怖で満たす］， Xbu刷 aim伊
I 2 

［腹で恐怖が泡立つ］

16.7 27 

2 4 

2.3 7 

5.9 8 

0.7 2 
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fylla ngn/ ngt med X ［恐怖で満たすJ(4），ちrllasavX［恐
怖で満たされる］ (6), fylld av X ［恐怖に満ちたJ(2), 

skriick uppfylld av X ［恐怖でいっぱいの］, X fa sitt utlopp ［恐怖 16 5.3 7 

があふれる］, ha upprinnelse i X ［恐怖を源泉とする］，

grot avX ［恐怖の粥］

今lldavX［恐怖に満ちた］ (3), up尚北ldavX［恐怖でいっ

仕昨tan ぱいの］， vagavX~叫agenomngn ［人の中を恐怖の波が 5 2.3 3 

流れる］

(D）恐怖は容器である

rads la 
iX ［恐怖のなかで］ (12), i botten av X ［恐怖の底で］，

14 4.7 3 
urX ［恐怖の中から］

skriick iX ［恐怖のなかでJ(24), urX ［恐怖の中からJ(3) 27 9 2 

合昨tan iX ［恐怖のなかでJ(12) 12 5.4 1 

(E）恐怖は生物である

Xfolja ［恐怖がついてくる］， fOijd av X ［恐怖につけられ

るJ' x soka och hinna upp ngn ［恐怖が探し出す］，
fordriva X ［恐怖を追い払うJ'x aterviinda ［恐怖が戻っ
てくる］, X liigga sig till vila ［恐怖が休らう］， rottillX ［恐

rads la 
怖の根J'x med ludna rotter ［毛深い根をもっ恐怖］，品dd

16 5.3 16 
avX ［恐怖のもとに生まれる］, foster som 1ir X ［恐怖と

しての胞匪］， Xgr田［恐怖が育つLXkoriviig f恐怖が
連れ去る］, hart famntag av X ［恐怖の強い抱劃， grip錨

avX ［恐怖に掴まれる］， Xgripa tagingn ［恐怖が掴む］，

Xstyrangn ［恐怖が人を操る］

Xfolja ［恐怖がついてくる］ (2), X viixa ［恐怖が育つ］，

fδrdriva X ［恐怖を追い払う］, skingra X ［恐怖を追い払

う］， jagaX ［恐怖を狩る］， viicka x ［恐怖を目覚めさせ

skriick 
る］ (2), X stiga ur ［恐怖が歩み出る］， Xstiga upp ［恐怖

21 7 14 
が目覚める］, smygande X ［忍び寄る恐怖］， Xsfader ［恐

怖の父］， Xiirdjuptrotad ［恐怖が深く根を張る］， naken 

X［裸の恐怖］， gripas av X ［恐怖に掴まれる］ (4), Xhugga 

tagi ngn ［恐怖が掴む］
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fordrivaX ［恐怖を追い払う］ (2), ruvaX f恐怖を温める］，

Xvaxa ［恐怖が育つ］， gen品市1gatX ［恐怖に餌をやる］

(2), hysaX ［恐怖の世話をする］ (2), vackaX ［恐怖が目

Fruktan 覚めさせる］ (3), X 3.stadkomma ［恐怖が達成する］， 18 8.1 11 

krypandeX ［這い回る恐怖］， gripasavX ［恐怖に掴まれ

る］ (3), X tygla ［恐怖が手綱を取る］， motasavX ［恐怖

に迎えられる］

σ）恐怖は超常存在である
時dsla IX spoka ［恐怖が取り葱く］， bes市 jaX［恐怖を職う］ I 2 I 0.1 I 2 
skrack I叫 pligX議開な恐怖J(2），治demon酬の劇I3い I2 
fruktan I vidskeplig X ［迷信的な恐怖］仏） I 4 I i.s I 1 
(G）恐怖は献す者である

overvinna x ［恐怖に勝つ］， seger over X ［恐怖に対する
勝利］， x量rens farligaste fiende ［恐怖は最も危険な敵で
ある］， kampen motX ［恐怖との戦い］， Xattbekampa ［戦

rads la うべき恐怖J'motsta Xs kraft ［恐怖の力に立ち向かう］， 10 3.3 10 
Xjaga ［恐怖が狩る］, vilja och mod att sta for X ［恐怖に

立ち向かう意思と勇気］, skydda mot X ［恐怖から守る］，

fδrsok attfly仕組x［恐怖から逃れようとする試み］
δ1vervinna X ［恐怖に勝つ］， segraδ1verX ［恐怖に対する

skrack 勝利J'x overvaldiga ngn ［恐怖が打ち倒す］， Xlura ［恐 6 2 5 
怖が待ち伏せする］ 5(2), jagas av X ［恐怖に狩られる］

overvinna x ［恐怖に勝つJ(3), segra over X ［恐怖を打

合吐tan
ち倒す］, bli overfallen av X ［恐怖に敗北する］， forf1叫槌

7 3.2 5 
avX ［恐怖に追い回される］, bli offerfor X ［恐怖の犠牲

となる］

(H）恐怖は病である

sjuk avX ［恐怖の病］ (2), X gora ngn司法［恐怖が人を

rads la 病気にする］, drabbad av X ［恐怖に苦しむ］， lindraX ［恐 5 1.7 4 

怖を癒す］

skrack X slita i strupe ［恐怖が喉で痛む］ 1 0.3 1 

5 Juraの第一義は［属す］だが， omii.r.凶.gtochlom立tvara bredd att angripa.位．勾！onetlurad』μ
sitt命te［隠れて技滑に攻撃に備えること例ライオンが獲物を待伏せる］という定義もある
(SO). 
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炎一一一
o I o I o I 

rads la explodera X ［恐怖が爆発する］ 1 0.3 1 

skrack 
Xflamma upp ［恐怖が燃え上がる］， Xbrinna限怖が燃え

3 1 3 
る］, eldar g3. genom kroppen av X ［恐怖て特に炎が走る］

合此tan 。。。
。）恐怖は悪天候である

rads la 。。。
en storm av X ［恐怖の嵐J,dimmaavX ［恐怖の霧］， x 

skrack 
som en dimma ［霧のような恐怖］

3 1 3 

合吐tan 。。。
(K）恐怖は建造物である

rads la muravX ［恐怖の壁］， grund for X ［恐怖の基礎］ 2 0.7 2 

skrack 
konstruerade X ［作り物めいた恐怖］, fundamental X ［基

2 0.7 2 
礎的な恐怖］

Xbyggapa ［恐怖が～の上に建っている］ (2), bygdpaX 

仕uktan ［恐怖の上に建つJ(2)' fundament ar x ［基礎は恐怖だ］， 6 2.7 4 
viilgrundad X ［基礎の十分な恐怖］

表3 スウェーデン語く恐怖〉のメタファー

メトニミーと同様に， radsla,skrack, fruk:阻nのメタファー表現にはそれぞれ異

なった選好が見られた特に語葉ごとの興味深い差異がみられたのは， radslaの

〈病＞， skrackのく炎〉〈悪天候＞， fruktanのく建造物〉というメタファーである．

これらの起点領域の違いには，「危機的状況か否か」と「感情の継続期間」という

2点において次のような辞書的定義との対応がみられる．

skrackの定義は「（しばしば何らかの緊急

事態における）非常に強い恐怖」（SO）であ

り， したがって shackは危機的な状況で生

じる瞬間的な激しい恐怖であると考えられ

る．このことは，〈炎〉〈悪天候〉がしばしば

人にとって生命への脅威となり得ること，お

よび継続期間が比較的短いことと対応して

いる．一方でfruk:回nは「（通常は予期される

悪い出来事に対する）持続的な強い不安感情」（SO）であることから，恐怖が生じ

た時点ではそれほど切迫した状況になく，感情の継続期聞は長いと考えられる．

総数 震 タイプ
総計 rli也fa 102 34 73 

skrack 131 43.7 70 

台uktan 102 45.9 60 

表4 メタファー総計
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このような定義と同様に， fruktanに多く利用されている起点領域であるく建築

物〉は，く炎〉〈悪天候〉く病〉と比べて人にとっての危険度は低くまた継続期間

も長い．つまり，「危機的状況か否か」という観点から比較すると， skrii.ck.,radsla 

のく炎〉〈悪天候〉〈病〉が生命に危険を及ぼしうるのに対し，〈建造物〉は生命に

対する脅威ではない．また継続期間に関しては，〈炎〉〈悪天候〉は skrack.の瞬間

的な激しさを，一方でく建造物〉は企uktanの感情の持続性を反映させていると

考えられる.radslaのく病〉は radslaの定義そのものとの明確な対応は見られな

いものの，辞書的定義の危険度・持続期間がく炎〉とく建築物〉の中闘であるのと

同様に， radslaのメトニミー数は他の2語の中聞に位置していた．

また別の観点からは，〈炎〉〈建造物〉という起点領域は Kavecses(1990）では

恐怖のメタファーとして認められないが，く炎〉はく怒り〉，く建築物〉はく理論〉

のメタファーとしてそれぞれLakoff(1987）と Lakoff& Johnson (1980）で取り

上げられている．この点に関しても skrack.とarg,vrede ［怒り］が共起する文が

複数存在することや，白水胞nの定義に含まれる「予期」がしばしば理論的な思考

に基づくことから，それぞれの語の概念的理解と対応しているといえる．

さらに，く病〉〈炎〉〈建築物〉といった領域のレベルだけでなく，各領域に属す

る語義のレベルでもメタファーの差異は存在している．たとえば，（E）生物という

起点領域は抽出.la,skrack.，台北tanのすべてで用いられていたものの， radsla,

skrack.に比べ fruk阻nでは genaring at・.. ［～に餌をやる］ hysa ［世話をする］

など動物の成長に関するメタファーが目立ったそしてこの違いもまた， fruktan

を定義する感情の持続性と一致している．

このように同ーのく恐怖〉カテゴリーに属する類義語であっても，メタファーに

関しては語葉ごとに差異がみられた．さらに，語葉ごとのメタファーの分布は偶

発的なものではなく辞書的定義やメトニミーとの一貫性があることから，それぞ

れの語棄の認知的理解に基づいてメタファーが使い分けられていると考えられる．

6.結論

1章で述べたように，感情メタファー研究の先駆けとなった Lakoff(1987）や

K何回目（1990,2000）などでは，同じ概念に属する類義語の違いはあまり劃見さ

れていなかったしかし今回の調査では，同じく恐怖〉概念に属する radsla,skrack., 

fruktanという 3語葉にそれぞれ異なったメタファー・メトニミー傾向があるこ

とが明らかになった．メトニミーに関しては総数に明らかな違いがあり， fruktan

は極端にメトニミーが少なく，これは radsla,skrack.との大きな違いであると同

時に恐怖カテゴリーではメトニミーが多いとする先行研究に反する結果となった

またメタファーについても，語葉ごとにく病〉〈炎〉く建造物〉という異なる起点領
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域への選好が見られた．

さらに，このような類義語のメタファー・メトニミー的差異はただランダムに

存在しているわけではなく，辞書的定義や実際の身体即むと一貫した傾向を持つ

ことが推測される．辞書的定義が状況や性質を指定しないより一般的な「危険に

対する不快感」である radslaは，メタファーではほとんどの起点領域に分布し，

メトニミーの総数・タイプ数ともに北rackとfrukt釦の中間に位置している．

一方で「緊急事態における」恐怖である skrack.は， radslaに比べてより危機的な

状況における恐怖であると定義されており，その語源はもともと「飛び上がる」

という意味であった．このような辞書的定義は，まrackに特有のく炎〉という瞬

間的な激しさを想起させる起点領域や，本能的な危機回避行動に動機づけられた

メトニミーの多さとして表れている．そして，今この瞬間が危機的状況というわ

けではないfruktanは，く炎〉〈病〉と比べて長期的に存在するく建造物〉という起

点領域をもっ．恐怖のメタファー化には恐怖の原因となる危険な存在が起点領域

としてしばしば用いられること（Kovecses1990:74）を踏まえれば，〈建造物〉とい

う危険性の低い目標領域が用いられていることは， fruk:阻nがradsla,skrackより

も危険度の低い状況で生じうること，およびメトニミーの少なさにも対応してい

ると言える．

radsla ＝状況や激しさを指定しないニュートラルな恐怖

鱈的定義 ｜誰か／何かカE危険であると感じられることによって生じる不憾

メトニミー ｜中間 ｜危険性 ｜指定なし

メタファー ｜〈病〉 川棚間｜指定なし

skrack ＝切迫した危険によって引き起こされる瞬間的な恐怖

辞書的定義 （しばしば何らかの緊急事態における）非常に強い恐怖

語源：「飛び上がる」

メトニミー 多い 危険性 即座の回避が必要

メタファー く炎〉〈悪天候〉 継続期間 短い

fruk:凶 l＝非緊急時の長期的な恐怖

辞書的定義 （通常は予期される悪い出来事に対する）持続的な強い不安感情

初出：政治議論における「おそれ」

メトニミー 少ない 危険性 差し迫った危険はない

メタファー く建築物〉 継続期間 長い

表5 辞書的定義・メトニミー・メタファーの関連性
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7.おわりに

本稿の調査では，類義語ごとにそれぞれの辞書的定義と対応した異なるメタ

ファー・メトニミーの特徴をもちうることが示唆された．しかし，このような「あ

る認知的概念とそのメタファー表現に対応関係がみられる」という主張は，概念

メタファー論において新しいものではない．ある認知的概念とそのメタファー・

メトニミーが相互に関連し合い一つの体系を構成するということは，これまでは

「議論と戦争」「時は金なり」（Lakoff&Johnson 1980:4, 9）といったより広いカテ

ゴリーレベルで証明されてきた．では，この従来の主張を再確認することにどの

ような意味があるのかといえはそれは概念メタファー論研究において領域だけ

ではなく語最も題材として扱うことができる，と示すことにある．

2つの領域だけでなく，同ーの領域に属する複数の語葉がそれぞれ独自のメタ

ファー・メトニミー傾向をもっということは，これまで領域レベルを中心として

研究されてきた概念メタファー論に対して語輩レベルからの新たなアプローチを

行えるようになるということでもある．たとえ成スウェーデン語のく恐怖＞には

く炎〉く病〉〈建造物〉という多様な起点領域が存在しているが，く恐怖〉という領

域のレベルからの考察だけではなぜこのような全く異なる性質を持つメタファー

が並立しているのか説明することが困難である．しかし，語輩のレベルで考察す

ることで，これらの起点領域は目標領域に属する類義語それぞれの性質を反映し

ているものと推測することができる．あるいは，領域の範囲をどうするかとい

う問題，たとえばく幸福〉というカテゴリーは「安堵」「満足」「充足」「歓喜」

といった語量を含むか否かといった疑問があるが，これに対してもそもそも「安

堵」などの語藁そのものを分析の対象とし，その語棄を検索語としてコーパスか

らデータを収集することで，よりその範囲を明確にすることが可能となる．

領域を中心とした様々な分析は概念メタファー論を大きく発展させてきたが，本

稿の調査ではこれまで概念メタファー論で主張されてきた認知的概念と言語表現

の対応関係が，領域レベルだけでなく語量レベルでも見られることが示唆された

領域だけでなく語棄を素材とした分析を行うことで，従来の主張を補強するとと

もに新たなアプローチを行うことが可能になるのではないだろうか．
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Metaforer och metonymier節r
riidsla, skriick och fruktan 

Synonymeri l孟oncep佃ellametaforer och metonymier 

Na包umiNakayachi 

Samm阻 fa伽 ing

I den bar l聯錨tsenbe凶 1dl釘 jagme旬伽町ochmetonymiぽ節rriidsla, skriick och 

fruktan och metaforiska skil1nader. Utg3.ngspunk回1飴 denhliru師団its四 a.r鋪伊nom
h町uvida伽t宣nnsnAgrame匂foriskaskillnad町 mellans戸onym既

Trots att det :finns flera s加diersom behandlar om koncep旬ellametaforer och 

meton戸討町助KANSLA,t.ex. Lakoff(1987) ochKov1邸 ses(1990,2印加），祖師S悶叫e

sig de fぽskamasfill組伽 metaforiska出llnad町 mellansynonymぽ. I de 

m伽 sO回血garna，回mm組 fattadesmetaforer i sぬm domiiner回mt.民”＇ANGERIS 

FIRE”(Lakoff 1987:388・389），”皿ARISA羽CIOUS聞 EMY'’悩V民間s1990:70-

78) och ’官MOTIONIS FORCE”依るiVCCS回 2000:61).Der国 huwds戸Kar att 
kartla民界四凶onermellan mfildomiinen KANSLA och flera幽lldomaner,all国

ign町田des skillnad町田ellan 可nonymer. Men nufOrtiden, nar戸町Hg町
田 dersる回担割rutv郎副錨，b何紅manti伽 pametafori止a出11nad町mell佃町nonymer,

tex. skillnader mellan angi何 rage,fary och wrath (Suzuki 2010). 

Den h8.r u位剖ning田 ommetafor町 ochme加nyt世町街地isla,skriick och fruk臼n

avs1司adeatt s戸Oil）岨zkan vi回 olik:ametaforis回 ochme回 ymiskam伽IS町田m

kopplas出 respe凶vebegrepp. Det resulta制 att加盟nnsmetaforiska och 

me蜘 .ymiskarelationer mellan sprakliga u町yckochde.r四 begr叩p.sammanfall町med

klassiska teoriぽ omkonceptuella m胸 forerscentral.a id卸 som伽me1倒 siLakoff & 

Johnson (1980). Det b均dera枇回血回nm佃吋kaoch di山畑'llk.oDi回P加ella

metafo町血旬凶血iett domiinperspektiv u凶 ocksai ett四角期-spektivet.
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